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Source:国立社会保障・人口問題研究所「日本の都道府県将来推計人口」

                
９月は変化を感じる秋(とき)でもある

今月からどう変わるのか、政治の動きが注目される９月が始まる。９月15日は「老人の日」。

この日から一週間は老人週間と呼ばれる。老人福祉法を根拠法としたこの日とは別に、国民の祝

日に関する法律は第三月曜日を「敬老の日」と定めている。今年は21日。敬老の日は、その狙い

から離れて国民に５連休を与える要の日となっている。 

男79.29年、女86.05年がわが国民の平均寿命(平成20年簡易生命表)。世界比較で男は３位、女は

１位の長寿だ。平均寿命が毎年伸び続けている一方で、出生率は低下を続けている。祝う人が減

り、祝われる人が増え続けている。取り分け、祝われる女性が。増加は、投票権と購買力の影響

力が高まっていることを意味する。その結果が９月には分かる。 

９月１日には｢消費者庁｣と｢消費者委員会｣が発足する。その任務は｢消費生活に密接に関連す

る物資の品質の表示に関する事務｣(消費者庁及び消費者委員会設置法第三条)。外需から内需への転

換促進政策が背景にある訳ではない。ただ、人口構成の変化は、守られるべき消費者層を増加さ

せた恰好だ。ＧＤＰに占める国内消費支出は４～６月で58%(一次速報)だった。1991年には51%に

まで低落した実績がある。その時点から比較すれば、国内消費の規模は一貫拡大してきた。９月

11日にはこの二次速報値が公表される。 

人口構成の高齢化比率増加は、支援コスト増加にも繋がる。生活者にとって介護保険料の水準

は、間違いなく深い関心を集める。その対価であるサービスに対する品質表示も、国民の関心を

集めて行くことになるだろう。 

 

高まっていく65歳以上人口の存在感 

日本の総人口は住民基本台帳ベース(2009年3月末)でこそ増加しているものの実

質では減少への転換期

に入った。住民基本台帳

でも、出生数から死亡数

を控徐した自然減少数

は2008年度が過去最大

だった(4万5,914人)。それ

でも数値上では増加と

なっているのは、海外在

留邦人の帰国に伴う転

入増加＝社会増要因があるからだ。直近の推計によれば大阪府、兵庫県ともに2010
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年から人口の減少が始まる。当初の減少速度は緩やかだが、世代構成の変化は早い。

65歳以上人口の構成比は大阪府の場合、今後、５年毎に４ポイントずつ(2005年で

18.7%、兵庫県は19.9%)高まると推定されている。 

 

女性の存在感が向上する 

取り分け、存在感を高めて行くのは女性だ。我が国の女性平均寿命は86.05歳で

世界一の長寿だ。２位の

香港(85.5歳)を0.55歳上

回っている。他方で、男

性の79.29歳はアイスラ

ンド(79.6歳)や香港(79.4

歳)に劣後している。この

結果、男性人口は緩やか

に減少しているのに対

して、女性人口は増加速

度を速めている。その伸び方は、人口集積地ではより高くなる傾向がある。消費も

投票権数も女性が上位に立ってくる。 

 

地価は社会増減と相関 

          個人にとって最も大きな資産となっているのは不動産だが、その代表である住宅

地価格は反落の動きを

見せている。住宅地価格

が需給に影響されると

すれば、それを左右する

のは人口の社会増減だ

と言える。女性人口の増

加は自然増減要因だが、

地価は転入出による社

会増減の影響を大きく

受ける。住宅地価格と人

口の相関を市町村別に

見ると、十分な流動性があれば人口の社会増が大きい地域ほど地価下落率が小さい
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という傾向が観察される。事業の拠点としてだけではなく、住むのに快適だと思わ

れる街づくりは、自治体にとっての目標となってきている。 

 

課題は一つ、解決策は多様 

経済の潜在成長率を支える要因の一つに人口増加があるとすれば、自治体にとっ

ては高出生率と低死亡

率が両立する街づくり

が望ましい。この相関を

見ると、大阪市区部で死

亡率が高く、大阪衛星都

市では相対的に低死亡

率、高出産率の傾向にあ

ることが分かる。大阪北

部や兵庫県の一部では

死亡率が低いものの出

生率も低い地域がある。高齢化だけが進んだ自治体の課題は明確だが、打開は簡単

ではないだろう。 

 

出産年齢の構成に地域差 

大阪府と兵庫南部の自治体別に出生率の上位と下位を比べると、出産年齢に差が

あることが分かる。棒グ

ラフの左４本は、合計特

殊出生率が1.5以上の上

位自治体(兵庫南部では伊

丹の1.41が最高)。右８本

は、１以下の自治体だ。

出生率上位の自治体で

は29歳までの出産が多

く、下位の主力は30歳以

上になっている。首位の

鶴見区では25～29歳女性の1,000人当たり出産人数が119.1人だが、最下位の豊能町

では39.5人と３倍もの開きがある。出生率全体を引き上げるためには、29歳までの
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１号被保険者の増加は急

出産者が増える環境作りが必要だと言える。 

 

男性死亡率が平均を押し上げている 

 死亡率は神戸、大阪市内の区部が相対的に高い。この高さは男性死亡率の高さに

よって押し上げられて

いる。西成区の場合、全

体平均は1,000人当りで

17.2人だが、男性が20.8

人、女性は12.1人と、圧

倒的に男性死亡率が高

い。全体死亡率が10人以

上で、全国平均の8.4人

を大きく上回っている

地域は男女間の死亡率

格差が大きい。他方で、

全国平均を下回っている地域では男女間の死亡率格差が小さい。 

 

豊かな暮らしの条件 

介護保険の第１号被保険者(65歳以上)は保険料が特別徴収される。介護サービス総

費用の約18%を被保険者

の総数で割った金額が

保険料となる。介護サー

ビスを必要としない被

保険者の増加が、保険料

引き下げの条件となる

訳だ。有権者が健康生活

を送って保険料が安く、

豊かな消費生活を過ご

すことができる社会への変化が可能なのか否か、が試される月が始まる。 （神保） 
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